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エグゼクティブサマリー
エネルギーセクターは、他のセクターよりも回復力が高くリスク志向の傾向があるものの、デジ
タルトランスフォーメーション（DX）の取組みをさらに加速するには、データ能力や人工知能
（AI）向けの投資を拡大する必要があります。

エネルギーセクターは、前例のない課題と機会が交錯する重
要な岐路に立っています。足元で直面する課題を克服しつつ、
エネルギートランジションの機会を最大限に活かすには、テ
クノロジー、データ、戦略を事業全体に統合する包括的なア
プローチが求められます。この取組みには、革新的なソ
リューションの導入と戦略的な先見性を持つリーダーシップ
が不可欠です。エネルギーセクターのリーダーは、革新的テ
クノロジーやデータドリブンな洞察を活用のもと、次世代の
DXを推進することが重要となるでしょう。

今回の調査結果から、エネルギーセクターの特徴として、他
セクターに比べて回復力が高く、リスクへの適応力が強い一
方で、データ能力やAI投資の拡充が喫緊の課題であることが
明らかになりました。なお、本レポートは、エネルギーセク
ターにおけるDXの現状と課題についての洞察を提供するこ
とを目的とし、19ヵ国にわたる2,450人のグローバルテクノ
ロジー企業のリーダー（そのうち122人はエネルギーテクノ
ロジー企業のリーダー）を対象とした調査の結果を分析した
ものです。

これまでエネルギーセクターは、IT分野での取組みにおいて、
他セクターに匹敵する、またはそれを上回る成果を上げてき
ました。しかし、実際には、多くの取組みが組織全体やエコ
システム全体に効果的に展開されず、特定の機能分野に限定
されるという課題に直面しています。エネルギーセクターの
リーダーは、AIの導入を体系的に実証しながら、デジタルイ
ノベーションを妨げる脅威から組織を守る強固なサイバーセ
キュリティの枠組みを活用することで、このような状況を打
破し、組織内でのDX推進をさらに加速することができるで
しょう。

近年、イノベーションが新たな可能性を切り開くなかで、エ
ネルギーセクターが直面する最重要課題は、テクノロジーの
迅速な導入と戦略的なアプローチを両立しながら、導入した
テクノロジーの真価を最大限に引き出すことでしょう。その
ような持続可能な成長の実現には、エビデンスに基づいた意
思決定を徹底するだけでなく、過度な期待に惑わされずに、
AIのような革新的なツールを安全かつ責任を持ってスケール
アップする取組みが必要となります。

エネルギーセクターのCEOは、生成AIを
リスクであると同時に大きな機会として
認識しています。つまり、プライバシー、
倫理、信頼性に関する致命的なエラーの
リスクや、競争で後れを取るリスクは適
切な管理が可能である一方、AIが価値を
生み出さない分野はほとんど存在しない
のです。AIの活用は、基本的な「ガード
レール」を整備することで、組織全体の
チェンジマネジメントを促進する可能性
を秘めています。CEOはAI導入に係るリ
スクを適切にコントロールしつつ、自信
を持ってAI導入の取組みを進めるべきで
しょう。

Anish De
エネルギー、天然資源、化学部門グローバル・
ヘッド
KPMGインターナショナル
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主な調査結果

エネルギーセクターでは、「経済的不確実性や市
場競争の激化といったマクロ経済要因が新たなテ
クノロジーへの投資意欲を減退させている」と、
回答した割合が、全体平均よりも低いことが明ら
かになりました。

エネルギーセクターは
テクノロジー投資・導入に
対して積極的

25％が「リスク回避の姿勢
が経営陣の意思決定を競合他
社よりも遅らせることはほと
んどない」と回答しており、
この割合は全体平均の17％
を大きく上回っています。

エネルギー企業の多くは、
5段階のAIの成熟度におい
て上位2段階に位置してお
り、67％がAI導入に向けた
実証事業からすでにビジネ
ス価値を生み出していると
回答しています。一方で、
慎重なアプローチを取る
企業も少なくなく、実証の
取組みが概念実証（PoC）
の段階にとどまっている企
業も一部存在します。

エネルギー企業はAI活用に
向けた実証を体系的に推進

実際に、エネルギーセクターでは、AI導入の取組み
が初期段階（下位2段階）にある割合が全体平均より
も8ポイント高いことが分かりました。

エネルギーセクターは、すべてのデータ管理カテゴリ
において、データ成熟度が全体平均を下回っており、
その傾向は特にデータの互換性や運用性、セキュリ
ティ、そして有益なインサイトの抽出といった分野で
顕著に表れています。しかし、多くのエネルギー企業
のリーダーは、自社が抱えるデータ品質に関する課題
を認識しており、それらを解決するための計画を積極
的に推進しています。

データ成熟度での後れがテクノロジーの真価を
評価する障壁に

エネルギーセクターは、サイバーセキュリティ投資にお
ける価値創出の観点で、調査対象分野のなかで最高値を
記録し、最も高い収益性を生み出す可能性を持つセク
ターであることが明らかになりました。

エネルギーセクターはサイバーセキュリティ
からの価値創出能力で強み

67%

25 %
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エネルギーセクターは
テクノロジー投資・導入に対して積極的

経済的不確実性、規制・政策の複雑化、市場競
争の激化といったマクロ経済情勢が悪化するな
かでも、エネルギーセクターにおける革新的テ
クノロジーへの投資意欲は減退していません。
実際に、他セクターでは、市場競争の激化によ
り投資信頼感が大きく低下していますが、エネ
ルギーセクターではその影響は比較的軽微なも
のにとどまっており、今回の調査におけるすべ
ての影響要因で全体平均を上回る回復力を見せ
ています。

エネルギーセクターは、長期的な視点での事業計画が不可欠
であるという特性上、もともと回復力の高い業界です。この
現実主義的なアプローチは、テクノロジー投資における意思
決定にも反映されています。すなわち、エネルギー企業の経
営層や幹部は、自らの目標を明確に把握のもと、期待通りの
成果を生み出していないプロジェクトは中止をいとわないと
いう業界慣行を、DXプロジェクトでも続けており、それがエ
ネルギーセクターの強みとなっているのです。

エネルギー企業の多くは、特定のテクノロジーやプラット
フォームの構築よりも、戦略的な方向性を優先することを重
要視しています。常にパフォーマンスを評価・再評価し、市
場の動向を把握しながら、革新的テクノロジーの可能性をト
ラッキングすることで、現状に満足するリスクを軽減するこ
とが可能となります。

AIやサステナビリティといった複数のテーマにおけるトラン
ジションの最前線にいるエネルギー企業は、数多くの機会に
恵まれています。このような状況下で、エネルギー企業は、イ
ノベーションとリスクに対して積極的な姿勢をとっています。
実際に、25％が「リスク回避の姿勢が経営陣の意思決定を競
合他社より遅らせることはほとんどない」と、回答しており、

この割合は全体平均（17％）を大きく上回っています
（Sushant Rabra、KPMGインド パートナー）。

昨年の調査結果と同様に、エネルギーセクターはモダンデリ
バリーシステムの可能性に強い信頼を置いており、全体平均
を7ポイント上回る70％の企業が、次年度にローコード／
ノーコードプラットフォームへの投資を計画しています。ま
た、全体平均と同様に、最も注目される投資対象はXaaS（X-
as-a-Service）システムであり、80％が今後6ヵ月以内におけ
るXaaS向けの投資を計画しています。

進化を続けるXaaSは、エネルギー企業に実証的取組みの低コ
スト化という大きな機会を提供しています。ただし、その導
入にはテックスタック全体のアーキテクチャと整合性をとる
ことが不可欠です。たとえXaaSの個々のコンポーネントが高
い成熟度を持っていたとしても、統合にはリスクが伴います。
このリスクを回避するには、慎重にテクノロジーを選定し、
頻繁なソリューションの切り替えを避けることが必要となる
でしょう（Sushant Rabra、KPMGインド パートナー） 。

「コスト管理や予算内での運営
に全く問題がない」と回答する
割合は、全セクターの中でも最
も高く、25%にのぼりました。25%
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エネルギー企業は革新的テクノロジーへの投資を優先

エネルギー企業は野心的な目標の実現に向けモダンデリバリーシステムへの投資を優先

全体平均を7ポイント上回る70％のエネルギー企業が、
「次年度にローコード／ノーコードプラットフォームに投資する計画がある」と回答70%

XaaS、AI、モダンデリバリー、サイバーセキュリティがエネルギー企業が最優先している分野として挙げられ、
そのなかでも、エネルギー企業の70％がモダンデリバリーを優先事項としており、この割合は全体平均である63％を上回る

全体平均 エネルギーセクター

設問：現在優先的に導入・投資を進めているテクノロジータイプと、次年度における投資計画の対象テクノロジーは何か。
参照：KPMGグローバルテクノロジーレポート2024
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エネルギー企業はAI活用に向けた実証を体系的に推進

エネルギー企業は、テクノロジーに対して積
極的な姿勢を示しながらも、実際のAIの導入
に関しては他セクターと比べると慎重かつ体
系的なアプローチを取る傾向があります。多
くのエネルギー企業は、AI導入の成熟度で上
位2段階（5段階中）に位置しており、すでに
導入済みのAIからビジネス価値を享受してい
る企業が多いことが明らかになりました。

エネルギーセクターにおいて、経営幹部たちが、 AIの可能性
に対する強い関心を抱きながらも、その導入のペースが抑制
されている背景には、主に以下3つの要因が挙げられるでしょ
う（Dan Fisher、KPMG米国 デジタル・ライトハウス部門ア
ドバイザリープリンシパル）。

まず、エネルギーセクターは、他のセクターに先駆けて、初
期モデルのエンタープライズリソースプランニング（ERP）
のシステムに多額の投資を行いました。その結果、既存のイ
ンフラをモダナイズし、クラウドテクノロジーを活用するた
めのAI導入が他セクターに比べて複雑で困難を伴っています。

また、すでにAIを導入しているエネルギー企業の多くが、AI
の役割やプロセスの再設計を十分に行わずに導入を進めたた
め、全社大でのAI活用や拡張が難航しています。加えて、多
くのエネルギー企業では、統一性が高く強固なデータ基盤が
整備されていないため、AIの可能性を最大限に引き出せてい
ないケースが多く散見されます。

それでもなお、エネルギー企業はAIの潜在的な価値を明確に
理解しており、「AI導入からのビジネス価値をすでに享受済
み」と回答したエネルギー企業は67％に上ります。エネル
ギーセクターで、特に注目されているのが予測保全分野にお
けるAIの活用です。電力網のパフォーマンスをリアルタイム
で監視し、潜在的な問題を事前に特定することで、電力供給
の信頼性・安定性が大幅に改善され、エネルギー企業だけで
なく顧客にも大きな利益をもたらすことが可能となります。

エネルギー企業の67％が
AIの導入からのビジネス価値を
すでに享受済み67%

その一方で、33％の企業は引き続き慎重なアプローチを維持
しており、AIの導入も未だ概念実証（PoC）の段階にとど
まっているようです。加えて、エネルギーセクターでは、AI
導入が初期段階（下位2段階）にある割合が全体平均よりも8
ポイント高いことが調査で示されています。
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AI導入における成熟度

エネルギーセクターのAI成熟度と全体平均との比較

全社大でAIを大規模運用しており、
複数のAI導入プロジェクトで
投資利益率（ROI）を実現済み

中核となるビジネス機能への
戦略的投資を優先するなか、
組織全体でビジネス価値を

生み出しているAI導入プロジェクト
が存在する

多くのAI導入に係る概念実証（PoC）
を実施しているが、

生産プロセス部門等での限定的な
導入にとどまりROIは未達成

ERPのモダナイゼーションとクラウド
への移行：
今回の調査によると、エネルギーセク
ターは、「過去12ヵ月間にパブリック
クラウドの利用を加速させ、AIを含む
革新的テクノロジーの導入に取り組ん
だ」と回答する割合が最も高いセク
ターであることがわかりました。

エネルギー企業は、革新的テクノロジーの実
装に伴うビジネスプロセスを再考・再定義し
つつ、以下のような手法を活用することで、
AIの導入をさらに加速させる必要があります。

適切な役割とプロセスの整備：
AIソリューションを責任を持って効果
的に導入1するために、最高AI責任者
（Chief AI Officer）を任命することも
重要です。

信頼性が高く整備されたデータ基盤
と運用プロセスの構築：
AIソリューションが高品質なデータ
ソースにアクセスできる環境を整備す
ることで、高品質なアウトプットを実
現できるだけでなくデータプライバ
シーの確保2も可能となります。

1 KPMGインターナショナル、「Trust in artificial intelligence」、2023年
2 KPMGインターナショナル、「Privacy in the new world of AI」、2023年
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https://kpmg.com/xx/en/our-insights/ai-and-technology/privacy-in-the-new-world-of-ai.html#accordion-75bcab5335-item-a33b234879
https://kpmg.com/xx/en/our-insights/ai-and-technology/privacy-in-the-new-world-of-ai.html#accordion-75bcab5335-item-a33b234879


エネルギー業界インサイト：KPMGグローバルテクノロジーレポート2024 8© 2025 KPMG AZSA LLC, a limited liability audit corporation incorporated under the Japanese Certified Public Accountants Law and a member firm of the 
KPMG network of independent member firms affiliated with KPMG International Limited, a private English company limited by guarantee. All rights reserved. 

データ成熟度での後れが
テクノロジーの真価を評価する障壁に

今回の調査では、エネルギーセクターの経営幹部の多くが、自社のテ
クノロジー投資から得られる価値に満足していると回答した一方で、
他セクターと比較すると、その進捗は後れを取っていることが明らか
になりました。

エネルギーセクターでは、「可視性の制約」がこの後れの主な要因となっている可能性
があります。実際に、調査対象となった9つの分野のうち、エネルギーセクターの経営幹
部が「自社のテクノロジーが生み出す価値を定量的に測定する能力に自信がある」と回
答した割合は、全体平均を11ポイントも下回りました。なお、この傾向は特に、顧客・
需要家、従業員、環境指標の分野で顕著に見られました。

こうした可視性の制約は、意思決定や資本配分などにおいて深刻な課題をもたらします
（Sushant Rabra、KPMGインド パートナー）。

さらに、エネルギーセクターは、データ成熟度という観点でも他のセクターに後れを
取っているようです。たとえば、有益な洞察を抽出するシステムに関して「効果的に機
能している」または「機能を組込済み」（成熟度の上位2段階）と評価した経営幹部の割
合は36％にとどまり、全体平均の52％を大きく下回りました。また、データサイエンス
に関しても、成熟度が上位2段階にあると評価した割合は35％で、全体平均の50％を下
回っています。

データを効果的に活用するには、従来のテクノロジーシステムとは根
本的に異なるアプローチが求められています。企業は、データライフ
サイクル全体（収集、保存、分析）にわたる透明性と説明責任を確保
するための新たなアプローチを採用する必要があります。公平性、説
明可能性、目的に基づいた指針を確立することは、企業がAI資産を倫
理的かつ持続可能に利用する上で不可欠です。さらに、効果的なモニ
タリングシステムの導入は、コンプライアンスを確保し、必要な監視
と均衡（チェック＆バランス）を維持するために重要です。また、AI
を積極的に活用できる従業員を育成するための取組みに投資すること
で、職場に倫理的なAI文化を根付かせることが可能となります。

Sushant Rabra、KPMGインドパートナー
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以下の各指標について、「自社のテクノロジーが生み出している価値を定量的に測定する
能力に自信がある」と回答した割合

テクノロジーの価値を定量的に評価する能力に確信を持てないエネルギーセクターの経営幹部

財務関連

顧客関連

企業・ブランド評価

リスク・サイバーセキュリティ

オペレーション関連

事業成長・イノベーション

環境目標

従業員関連

エネルギーセクターでは、バリューチェーン全体にわたるデータの品質、可
視性、透明性、統合性3に対する投資が求められています。運用データから
財務データまで、複数のデータプールを統合することで、どこで影響が生じ
ているのか、またどこに修正が必要なのかをより的確に把握できるようにな
ります。こうした可視性が欠落すると、電力網の保守・メンテナンスや投資
配分の最適化が困難になるリスクが生じます（Sushant Rabra、KPMGイン
ドパートナー）。

幸いにも、エネルギー企業は、こうしたデータ関連の投資活動をすでに推進
しています。実際に、データへの投資やデータガバナンスが「効果的に機能
している」または「（こうした）機能を組込済み」と回答するエネルギー企
業の割合は、2023年と比べて増加しています。

さらに、多くのエネルギー企業が、社内の品質評価を通じてデータに関する
専門知識を構築しています。また、テクノロジー、デジタル、データチーム
をそれぞれ分離し、専任のリーダーを任命する企業も増えています。データ
の品質に対する責任者を1人に絞ることで、データの一貫性と効率性が大幅
に向上が期待できるのです（Sushant Rabra、KPMGインド パートナー） 。

36%
エネルギーセクターの経営幹部のうち、有益な洞察を抽出する
システムが「効果的に機能している」または「機能を組込済
み」（成熟度の上位2段階）」と評価した割合は36％と、全体
平均の52％を大幅に下回りました。

3 KPMGインターナショナル、「Transforming the enterprise of the future」、2024年
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KPMGの価値実現に向けたフレームワークは、バランススコ
アカードや戦略目標に沿ったKPIを活用しながら、テクノロ
ジー投資とビジネス目標を効果的に連携させるうえで非常に
有用です。こうしたアプローチは、「テクノロジーのための
テクノロジー」、すなわち実際のビジネス価値がないにもか
かわらずテクノロジーの導入を推進するという事態を避ける
ためにも極めて重要です。

XaaSは、ビジネス価値の創出において重要な役割を果たし
ています。エネルギーセクターでは、全体平均を6ポイント
上回る43％が「過去12ヵ月間にXaaSの活用を通じてデータ
管理と統合が改善された」と回答しており、XaaSがデータ
成熟度に与える影響が他セクターよりも大きいことが示唆さ
れています。

さらに、生成AIも、予測分析を通じたデータドリブンの意思
決定や資本配分といった分野において、ゲームチェンジャー
としての役割を果たす可能性があります。資産の予測保全は
新しい運用慣行ではありませんが、既存モデルの高度化によ
り、予測に基づく洞察をより広範なデジタル生産プロセスに
統合することができるようになりました。これにより、
キャッシュフローの最適化や利益率の予測がさらに効果的に
機能し、最終的には投資に関する意思決定の向上が期待され
ます。

4 KPMG米国、「Encino Energy taps the awesome power of modern analytics」、2024年

導入事例

Encino Energyにおけるデータモダナイゼーション
を通じたレポーティング時間の短縮
米国の石油・ガス生産企業であるEncino Energyは、
Chesapeake Energyから900の油井を買収した際、
少数のアプリケーション、スプレッドシート、メー
ル、オフライン通信といった従来の業務方法では、
（買収後に大規模化した）運用を続けることが困難
であることが判明しました。

当初、Encinoの従業員は、Chesapeakeからデータ
が提供されるたびに、分散したデータソースからレ
ポートを作成したり、不一致なデータ形式を修正し、
データを整合させるための議論に多くの時間を割い
ていました。特に、Encinoは、油田の経済性・パ
フォーマンスをリアルタイムで把握できていなかっ
たため、生産出力と予測の比較作業は手作業に頼る
形となり、効率の悪さが課題となっていました。

Encinoは、この課題の解決に向けデータと分析機能
を迅速にモダナイズするべく、KPMG米国のチーム
に規模化が可能なデータ基盤の構築支援を依頼しま
した。その取組みの結果、Encinoはクラウドベース
のスケーラブルなアーキテクチャを構築し、分散し
たシステム全体で統一的な洞察を得られるマスター
データセットの実装に成功しました。なにより、こ
のデータモダナイゼーションの結果、 Encinoは、レ
ポーティングに要する時間を従来の数ヵ月から数週
間まで短縮し、意思決定の迅速化・改善を実現する
ことができました。

（事例の詳細はこちら4）
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エネルギーセクターはサイバーセキュリティからの
価値創出能力で強み

エネルギーセクターの経営幹部は、デジタル化
の時代において成功を収めるには、サイバーセ
キュリティやプライバシーを考慮しながらテク
ノロジーを実装することが重要5であると認識し
ています。こうした背景から、エネルギー企業
では、情報セキュリティをデジタルソリュー
ションの企画・設計段階から確保する「セキュ
リティ・バイ・デザイン」の考え方が広く浸透
しています。

デジタルソリューションは価値を創出するために設計されて
いますが、一度価値が生まれると、それを維持し続ける仕組
みが求められます。特に、運用規模が膨大で市場経済に直接
的な影響を与えるエネルギーセクターでは、データエクス
ポージャーのリスクが数多く存在します（Sushant Rabra、
KPMGインド パートナー）。

エネルギー企業において「スタッフトレーニングにおいてサ
イバーセキュリティを単なる形式的な慣行として扱い、十分
に組み込んでいない」と回答した割合が、全体平均を9ポイ
ント下回った背景には、こうした業界特性が影響している可
能性があります。

エネルギー企業は、サイバーセキュリティを単なる防御手段
ではなく、価値創出の源泉として位置づけています。つまり、
サイバーセキュリティを、価値創出や運用の一貫性、収益性
のドライバーとして捉えることで、回復力を強化し、デジタ
ル投資収益率（ROI）の最大化を実現することが可能となる
のです（Ronald Heil、KPMGインターナショナル エネル
ギー・天然資源部門グローバルサイバーリード）。

このように企業組織的な視点を持つことで、企業は単にイン
シデントの発生を減らすだけでなく、セキュリティを企業成
長やアジリティの向上6を実現できるようになります。

セクター内外で協調的なアプローチを採ることで、企業は新
たな脅威に対する集団的な防御が可能となり、個々の企業が
サイバー攻撃に対して脆弱な状況に陥ることを防ぐことがで
きます。また、大企業も「サイバーセキュリティは競争優位
的であるべきではない」という考えのもと、サプライチェー
ン全体やエコシステム全体を保護するためにインテリジェン
スの共有を重要視しています（Ronald Heil、KPMGインター
ナショナル エネルギー・天然資源部門グローバルサイバー
リード）。

5 KPMGインターナショナル、「Cybersecurity considerations 2024: Energy and natural resources sector」、2024年
6 KPMGインターナショナル、「Investing in cybersecurity to safeguard innovation」、2024年
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16%
エネルギーセクターは、サイバーセキュリティに関して、「戦略的ビジョンは存在
するものの、経営陣の賛同や投資承認が取組みのペースを抑制している」と回答す
る傾向が最も高いことが明らかになりました。

その一方で、エネルギーセクターは、サイバーセキュリティ投資を通じて、「16%
以上の利益拡大（調査対象の中で最高値）を実現した」と報告する割合が、全8セク
ターのうち最も多いセクターであることも判明しています。

サイバーセキュリティから価値を創出するエネルギーセクター2023年版のレポートで示されたように、今回の調査でもエネ
ルギー企業は、積極的なサイバーセキュリティへの取組みか
らポジティブな投資結果を得ていることが明らかになりまし
た。実際に、「サイバーセキュリティ投資を通じて16%以上
の利益拡大を実現した」と報告するエネルギー企業の割合は、
全8セクターのなかで最も高い結果となっています。

エネルギー企業は、深刻な運用上の混乱や長期的な損害要因
を回避・抑制することこそが、サイバーセキュリティを通じ
た最大の利益であると認識しています。これらの企業は、
DXの取組みの「仕上げ」としてセキュリティを形式的に追加

するのではなく、プロセス全体の初期段階からセキュリティ
を組み込むアプローチを採用しています（Sushant Rabra、
KPMGインド パートナー）。

サイバーセキュリティにおける真の回復力は、単なるテクノ
ロジーや計画の整備に留まらず、従業員が迅速かつ自信を
持って行動できる能力を養うことにあります。強力なガバナ
ンスと慎重なチェンジマネジメントを通じて、デジタル資産
を保護しながら新たな機会を確実に捉えることで、サイバー
セキュリティ投資から最大限の価値を引き出すことが可能と
なります（Janet Rieksts Alderman、KPMGカナダ 電力・
再エネ部門リード）。

過去24ヵ月間においてサイバーセキュリティを含むDXの取
組みが収益性にポジティブな影響を与えたと回答した割合

参照：KPMGグローバルテクノロジーレポート2024
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エネルギーセクターの未来
エネルギーセクターの経営幹部は、不確実性の高い環境のなかで明確な方向性を見極め、自信をもって意思決定を行うために、以下の取組みを推進
する必要があります。

ターゲットを絞ったテク
ノロジー投資とイノベー
ションを通じた回復力の
構築
新たなテクノロジーの導入
では、単にソリューション
を採用するだけではなく、
デジタルネットワークの
アーキテクチャ上で一貫性
を確保し、再構築されたビ
ジネスプロセスとテクノロ
ジーを適切に連携させるこ
とが求められます。特に、
デジタルシステムの基盤や
相互接続されたネットワー
クのセキュリティに注力す
ることで、運用効率とセ
キュリティの向上を実現し、
テクノロジー投資から得ら
れる長期的なメリットを拡
大できるでしょう。

01.
強固なデータ基盤の構築
日々業界が進化するなか
で、新たなテクノロジー
の影響を適切に評価する
には、強固なデータイン
フラが不可欠です。デー
タシステムへの投資によ
り、パフォーマンス指標
の信頼性が向上し、デー
タプールの統合を通じて
部門間の連携強化が可能
となります。また、中央
集権的なリーダーシップ
を持つデータチームを設
置することで、データの
品質と説明責任が向上し、
戦略的意思決定に資する
洞察を提供できるように
なります。

02.
「技術的負債」の軽減
レガシーシステムや古い
テクノロジーに起因する
「技術的負債」への対応
は、DXを推進するうえで
の重要な課題です。これ
らを管理し、軽減するた
めの計画を策定すること
で、DXにおけるボトル
ネックを回避し、システ
ムのスケーラビリティと
相互運用性を維持するこ
とが可能となります。

03.
運用と気候変動対策にお
けるAIの変革能力の活用
AIは、予測分析や気候変
動対策の強化を含むさま
ざまな分野で変革をもた
らします。KPMGインド
によるレポート「ACED
（ Accelerating Clean
Energy Delivery ）
through AI」7では、AIが
エネルギーシステム上の
効率を劇的に向上させ、
再エネの迅速なスケール
アップを促進することが
指摘されています。エネ
ルギー企業は、サステナ
ビリティを戦略に組み込
んだうえでAIを導入する
ことで、エネルギートラ
ンジションのけん引役と
なれるでしょう。

04.
エコシステムでの協働と
パートナーシップの加速
テクノロジー企業、研究
機関、スタートアップと
の協働を通じて、革新的
なソリューションを共同
開発し、新たなテクノロ
ジーに関する専門知識を
獲得することができます。
これにより、再エネ、系
統管理、予測保全などの
分野でAI主導の取組みを
加速させることが可能と
なります。

05.
AI導入に向けた人材・能
力の向上
AIリテラシーを向上させ、
部門間でのコラボレー
ションを促進することが
重要です。継続的な知識
共有やトレーニングへの
投資を通じて、スキル
ギャップを埋め、運用方
法の改善やクリーンエネ
ルギーイニシアチブのた
めのAI導入における企業
の自信を高めることが重
要です。

06.
責任あるパイロットプロ
ジェクトの規模化
革新的テクノロジーを広
範に導入・展開する前に、
まず小規模での実証プロ
ジェクトを実施し、その
有効性を確認することが
重要です。たとえば、再
エネの発電量予測や系統
最適化を目的としたAIモ
デルを特定の地域・業務
範囲でテストし、その結
果に基づいて規模を拡大
することで、リスクを最
小限に抑えつつ成果を最
大化することができます。

07.

本レポートでは、KPMGグローバルCEO調査エネルギー版8と同様に、エネルギーセクターが転換期にあることが示されています。エネルギートランジションにおける課題を克服し、さまざま
な機会を活用するには、テクノロジー、データ、戦略を事業全体で統合する統一的なアプローチが必要とされています。これら分野への投資を強化することで、企業はこの変革期を乗り越え、
回復力を強化し、持続可能な成長への道筋を築くことができます。

7 KPMGインド、「ACED through AI」、2024年
8 KPMGインターナショナル、「Energy, Natural Resources and Chemicals CEO Outlook」、2024年
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今回の調査から、エネルギーセクターのリーダーが、イノベーション
の可能性を活用しようとするなかで、サイバーセキュリティに関する
リスクの増大、深刻化する技術的負債、そして急速に変化するエネル
ギー情勢における価値創出やその定量化といった多岐にわたる課題に
直面していることが明らかになりました。
KPMGは、エネルギーセクターに特化したテクノロジーコンサルティ
ングサービスを提供しており、企業の経営目標に合わせたビジョンの
定義や事業変革の戦略策定からその実行までを包括的に支援していま
す（プラットフォーム、サイバーセキュリティ、データ・AI、革新的
テクノロジー、クラウド、リスク管理を含む）。また、戦略的アライ
アンス・パートナーシップを通じて、企業の効率性向上や回復力強化
を実現し、エネルギートランジションを加速させるためのソリュー
ションとサポートを提供しています。

調査方法KPMGによる支援内容
本レポートの策定にあたり、売上10億米ドルを超える組織・企業を代
表する最高デジタル責任者（CDO）、最高情報責任者（CIO）、最高
技術責任者（CTO）、最高情報セキュリティ責任者（CISO）、およ
び最高AI責任者（CAIO）といったテクノロジーリーダーを対象に調
査を実施しました（以下内訳）。

取締役会または
C-suite（最高幹部）
の役職

ディレクター
または上級
マネジャーレベル
の役職

本レポートでは、KPMGエネルギーセクター（電力、石油・
ガス、天然資源、化学を含む）に所属する19ヵ国・地域の122
人のテクノロジーリーダーの意見を反映しています。
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